
平成３１年度 第１回安城市教育委員会定例会会議録  

 

日  時   平成３１年４月４日（木）午後３時  

場  所   教育センター２階 会議室  

出席した委員  杉山春記   教育長  

       加藤滋伸   教育長職務代理者  

       舩尾恭代   委 員  

伊奈  希  委 員  

出席した職員  早川智光   教育振興部長  

       近藤芳永   生涯学習部長  

       神谷 徹  総務課長  

              上原就久   学校教育課長  

       久野晃広   生涯学習課長  

       名倉建志   スポーツ課長  

近藤一博  文化振興課長  

       永井教彦   保育課長  

島田雅仁  総務課課長補佐  

澤田敦至  総務課課長補佐  

傍 聴 者   なし  

開  会   午後３時  

 

日  程  

 第 １ 前回会議録の承認  

平成３１年２月２２日開催の教育委員会定例会会議録  

 

第 ２ 教育長等の報告  

＜教育長＞  

２月  ２２日  部課長会  

プログラミング教育研修会  

スポーツ推進審議会  

 ２３日  安城市子ども会大会  

 ２４日  叙勲祝賀会  



安城市交通安全市民大会  

３月 １日  安城南高校卒業式  

  ４日   市議会開会  

  ５日  安祥中学校卒業式  

  ６日  市議会代表質問  

  ７日  市議会一般質問  

  ８日  市議会一般質問  

     市ＰＴＡ連絡協議会全体協議会  

 １１日  市議会議案質疑  

 １２日  愛知県埋蔵文化財事業運営協議会（弥富市）  

     学校給食協会理事会  

     安城市交通安全推進協議会  

 １３日  市議会市民文教委員会  

 １４日  防災会議  

     表敬訪問（ソフトボール）  

   ユースカレッジ閉講式  

 １５日  教育委員会臨時会  

   校長面接  

   表敬訪問（ソフトボール）  

 １７日  スポーツ観戦推進事業開会式（ボッチャ）  

 １８日  寄附受納（ゼロドリーム）  

 １９日  被災地派遣者辞令交付式・激励会  

     表敬訪問（少年野球）  

 ２０日  三河安城小学校卒業式  

 ２２日  市議会閉会  

   表敬訪問（少年サッカー）  

   臨時幹部会  

 ２４日  刈谷市歴史博物館開館記念式典（刈谷市）  

 ２５日  新規採用教職員連絡会  

   学校教育課事務引継ぎ会  

 ２９日  退職者辞令交付式  

     退職者辞令伝達式  



   副市長退任式  

４月 １日  辞令交付式  

   副市長就任式  

   教職員新任式  

   幹部会  

  ２日  部課長会  

   教育委員会部課長会  

  ３日  愛知県教育長へ挨拶  

  ４日  教育委員会定例会  

 

                      以上に出席しました。  

 

第 ３ 議題 

第１号議案  安城市教育委員会表彰について  

説明：文化振興課長 

内容：安城市教育委員会表彰要綱により、洋画１点の寄附者に表彰状

を贈呈する。  

（全員異議なし承認）  

 

第 ４ 承認事項  

承認第１号 寄附受納について  

説明：総務課長  

内容：ＮＰＯ団体ゼロドリーム安城支部より、１０万円の寄附があっ

た。  

（全員異議なし承認）  

 

承認第２号 寄附受納について  

説明：学校教育課長  

内容：市民より、天体望遠鏡の寄附があった。  

（全員異議なし承認）  

 

 



承認第３号 学校医等の解嘱及び委嘱について  

説明：学校教育課長  

内容：学校医等の異動にともない、解嘱及び委嘱する。  

（全員異議なし承認）  

 

承認第４号 安城市博物館協議会委員の委嘱について  

説明：文化振興課長  

内容：新しく３名の方に安城市博物館協議会委員を委嘱する。   

（全員異議なし承認）  

 

第 ５ 報告事項  

報告第１号  平成３１年３月会議  代表・一般質問について  

報告第２号  第５回安城市教育振興基本計画策定委員会の結果報告につ

いて  

報告第３号  平成３１年度学級編制、教員数について  

報告第４号  平成３１年度自然教室日程について  

報告第５号  平成３０年度第２回社会教育審議会の開催結果について  

報告第６号  第３８回安城市民大学の実施結果及び第３９回安城市民大

学の開催について  

報告第 7 号 第３９回安城選手権大会冬季スキー競技会成績結果について  

報告第８号  第５２回日本女子ソフトボールリーグ１部について  

（開幕）  

報告第９号  歩けランニング運動の開始について  

報告第１０号  企画展「安城の今昔１  火消しまいる－消防の歴史と道

具－」の開催について  

報告第１１号  平成３０年度第２回安城市民ギャラリー運営委員会の  

開催結果について  

報告第１２号 平成３１年度公立幼稚園の学級編制、教員数について  

 

 教育振興部長：報告第１号について、補足説明  

 生涯学習部長：報告第１号について、補足説明  

 保育課長：報告第１号について、補足説明  



スポーツ課長：報告第８号について、補足説明  

文化振興課長：報告第１０号について、補足説明  

 

報告第１号 平成３１年３月議会  代表・一般質問について  

説明：教育振興部長、生涯学習部長、保育課長  

 加藤職務代理者：不登校児童・生徒に対する緊急点検で、３月末まで

に確認できていない小学生はゼロ、中学生は３人でしたけれど、３

人に関して、例えば「保護者には会えて、本人に会えていない」な

ど、具体的な状況を説明してください。  

学校教育課長：個別の案件は把握していませんが、これまでに入って

きている状況を確認しますと、本人がもう部屋から出られないなど、

引きこもりの子がおります。食事についても、親が部屋の扉の前に

置いておいて、子ども自身が部屋の中へ入れて食べるなど、親御さ

んも子どもに会えないといった、かなり激しい引きこもりの子がい

るので、家庭の協力が得られないというよりは、家庭でもいかんと

もしがたいという状況だと思っております。  

加藤職務代理者：直接面会による本人への状況確認ができない人数と

いうことですね。  

加藤職務代理者：神谷議員の答弁の中で「非認知スキル」という言葉

が２回出てきますけども、少し分かりにくいのではないかと思うの

ですが、議員さんたちはこの説明でお分かりになったのでしょうか。  

学校教育課長：「非認知スキル」という言葉は、確かに分かりにくい

言葉です。  

加藤職務代理者：答弁内の「非認知スキル」の説明として、「自己の

感情や行動を統制する能力や、多様性を尊重する態度、互いのよさ

を生かして協働する力、チームワークや思いやりなど」と説明があ

りますが、なぜ非認知なのかっていうことが分かりにくいのではな

いかと思います。それから、「児童生徒は相手の考えにじっくり耳

を傾けることや、考えを受け止め、自分の考えを整理することを通

して、他者から学ぶ価値や、互いのよさ、協働することの大切さ、

自分たちの力で問題を解決できたという達成感、さらに深く考えた

いという好奇心などを感じ取って」、これを「非認知スキル」と言



ってみえるのだろうと思いますが、「こういう力を整理すると、ど

ういうことになるか」ということが、分かりにくいのではなかった

のかと思います。  

 学校教育課長：いわゆる「学習による知識」ではなくて、メンタル的

な意味として、例を挙げながら説明しております。「非認知スキル

」という教育界で言われる言葉を用いたので、少し難しかったかも

しれません。  

加藤職務代理者：教育の分野の中だけで分かりやすい言葉、または、

文部科学省の言葉をそのまま使ってしまうなど、よくやりがちにな

ってしまいます。その言葉を使うことは良いのですけれど、今回は

一般の人が聞いて、ちょっと分かりにくいかなと思いました。  

舩尾委員：日本語初期指導教室数のところで、今年度は何人ぐらい参

加する予定ですか。入学式が終わらないと分からないですかね。  

学校教育課長：今年度の該当者、また希望する人数については今後把

握していきます。ただ、開設する教室数について、昨年度はスター

ト時３箇所、後半では１箇所としましたけれど、今年度の見通しで

は、該当者が１箇所に集まっている学校が、祥南小学校以外はない

ようです。二本木小学校は例年多いんですけれど、それほど増えな

いという予想で、基本的には通年２箇所でやっていく計画を立てて

おります。ただ、現状では具体的な人数ははっきりしておりません。  

 舩尾委員：昨年度の前期後期は何人ぐらいずついましたか。  

学校教育課長：多いところでも一つの教室で１０名弱だったと思いま

す。  

 

加藤職務代理者：感想ですが、テレビでちょうど文化財保護について

の質問と答弁の場面を見まして、実は私自身が勉強になったという

か、良い質問だし、良い答弁だと思いました。「そもそも文化財と

は何か」、「文化財保護とは何か」、「未来に対しての意義は何か

」、そういう崇高な質問でした。私は「文化財」というと、歴史的

な建物だけと思っていたら、その答弁の中では、「文化財とは、私

たちの祖先が生み出した有形無形のもの」、「天然記念物といった

自然によって育まれたもののうち、文化的価値の高いもの」と言っ



ています。「天然記念物も文化財なんだ」と認識しました。文化財

の保護による４つの効果を聞いて、文化財についてだけではなく、

歴史を学ぶ意味ということを考えても効果的だろうなという見識を

感じました。最後に「文化財保護とは、未来のための投資といって

もよい」と言っており、「教育は未来のための投資である」という

意識と一緒だと感じ、とても心に残りました。  

伊奈委員：文化財保護について、子どもたちにもっと文化財に触れる

機会をくださるとありがたいと思います。それにより、安城を好き

になってもらえるかなと思います。もう一つ、プラネタリウムにつ

いて、先日初めて名古屋市科学館のプラネタリウムを見に行ってす

ごく期待していたんですが、安城市のプラネタリウムを見た後だっ

たので、とてもがっかりして帰ってきました。「安城市のプラネタ

リウムはすごいな」と、再確認しました。うちの子どもたちもポケ

モンのプログラムにとても興味があって、今度ぜひ連れてってと言

われているので行くつもりですが、「安城星と水の物語」のプログ

ラムについては子どもが観たいと口に出すことはないように思いま

す。できたらデンパークのように、無料券を配布していただけたり

すると、もう少し市民に親しみを持っていただいて、みんなが観に

行くと思いますので、ぜひお願いしたいです。  

教育長：総合教育会議の折に言われたプラネタリウム関連のグッズに

ついて、生涯学習課が検討中でありますので、またよろしくお願い

します。  

生涯学習部長：この辺りの動きについて、市長選がありましたので、

「補正予算をしっかりと活用するように」という指示をいただいて

おります。そういった課題は補正予算のタイミングなども視野に入

れながら検討、準備をしていきたいと思っておりますので、よろし

くお願いします。  

 

第 ６ その他  

総務課長：次回の教育委員会定例会を４月１８日（木）午後１時３０分

からアンフォーレで開催。  

 



閉  会   午後４時  


